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緑 苑 祭緑 苑 祭第
65
回

板 橋 キャン パ ス板 橋 キャン パ ス

10:00～16:00

EVE 2025
ファッションショー

服飾美術学科服飾美術学科

無料、事前予約チケット、当日チケットの2種類

今年のテーマは「IMMERSION」。物語の世界に没入するように、少しだけ
現実を離れ、非日常的なときめきを感じていただけたら嬉しいです。そして
ショーの後、この体験から皆さんの日常に小さな光や変化が生まれることを
願っています。
私たちは本番に向け、未熟ながらも一人ひとりが精一杯、制作や練習に励
んできました。このショーを通じて、それぞれの想いや努力が伝われば幸
いです。関わってくださる全ての方への感謝の気持ちを胸に、本番では心
躍るようなファションショーをお届けします。ぜひ会場でお待ちしています！

202510/25 26
開 催日時

・

※写真は2024年「第64回 緑苑祭」の様子です。

※写真は2024年「第64回 緑苑祭」の様子です。

テーマ

IMMERSION

土 日

2025 10/2510/25 2626・土 日

WEB

最新情報はこちら！ ※追加情報等を随時更新しています。

InstagramX

FASHION SHOW

学 科 シン ポジウ ム学 科 シン ポジウ ム

　　　　
服飾美術学科服飾美術学科
13:00〜15:50
進む_デザイン思考＆アート思考、DX化

栄養学科・管理栄養学科・栄養科・栄養学科・管理栄養学科・栄養科・
緑窓栄養士会共催緑窓栄養士会共催
13:00～15:00
人類はこれからどのような食生活をしていくべきか
―One Earth Guardians育成プログラム・
ムーンショットプロジェクトからの提言

造形表現学科造形表現学科
13:00～15:30
造形表現学科で学んだこと
―卒業生に聞く―

児童学科・保育科児童学科・保育科
10:30～12:30
子どもとの出会いから生まれる保育

初等教育学科・児童教育学科初等教育学科・児童教育学科
13:30～16:00
卒業生から学ぶ
―小学校教員として生きるということ―

英語コミュニケーション学科英語コミュニケーション学科
13:00～16:00
第21回英語教育シンポジウム

「5ラウンドシステムの英語授業」

心理カウンセリング学科心理カウンセリング学科
10:00～12:00
心理学を活かして企業で活躍する人たち
―ウェルビーイング経営―

教育福祉学科教育福祉学科
（後援：CRED ／トランスジェンダー学生受け（後援：CRED ／トランスジェンダー学生受け
入れ検討特別委員会）入れ検討特別委員会）
13:00～15:30
性の多様性を人権の観点から問い直す
―私たちすべての中にある性と生―

10/2510/25 土 10/2610/26 日

1st 11:15 / 2nd 13:45 / 3rd 15:00

学生代表のメッセージ学生代表のメッセージ

家政学部 服飾美術学科3年 M.U.

大学で何を学ぶのか、大学で何を学ぶのか、
知るチャンス！知るチャンス！

Department of Costume and Clothing Science

場 所

チケット情報

板橋キャンパス 120周年記念館1階 多目的ホール

EVE公式Instagram
最新情報はこちら！

※一部事前申し込み制。詳細は学科HPやSNSをご確認ください。

栄養学部 管理栄養学科2年 W.N.

昨
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員
、
大
学
関
係

者
の
方
々
な
ど
多
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ご
協
力
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誠
に
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が
と
う
ご
ざ
い
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す
。

今
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も
、
様
々
な
団
体
の
方
々
が
参
加
を
予
定
し

て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
販
売
、
体
験
な
ど
見
ど

こ
ろ
い
っ
ぱ
い
で
す
！

今
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
夢む

宙ち
ゅ
う

旅り
ょ

行こ
う

」。
来
場
者
の
皆

さ
ま
が
、
宙
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が
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叶
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65
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だ
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▲学生支援
キャラクター「りょっくん」
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行
委
員
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へ
。
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委
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テーマテーマ    夢夢
む

宙宙
ちゅう

旅旅
り ょ

行行
こ う

Message

お友だちやご家族と、お友だちやご家族と、
ぜひお越しぜひお越し
ください！ください！
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学 科 シン ポジウ ム学 科 シン ポジウ ム

▲狭山キャンパスキャラクター
「かせいのモリタン・かせいのモリリン」

 のぞいてみたら、 のぞいてみたら、
きっと夢中に！きっと夢中に！
いろんな体験、いろんな体験、
待ってます！待ってます！

※25日は学科シンポジウムのみの実施となります。
※一部事前申し込み制。詳細は学科HPやSNSをご確認ください。

学 科 企 画学 科 企 画

子ども支援学部 子ども支援学科2年 K.Y.

狭山緑苑祭狭山緑苑祭第
12
回

狭 山 キャン パ ス狭 山 キャン パ ス

開 催日時

10:00～16:002025 10/26 日

X InstagramWEB

最新情報はこちら！ ※追加情報等を随時更新しています。

  学科の学びを深く知る、学科の学びを深く知る、
第一歩に！第一歩に！

　　　　
看護学科看護学科
10:00～12:00
ー人生100年時代を私らしく生き抜くためにー
私の人生の最終段階における医療・ケアについて考えよう！

リハビリテーション学科リハビリテーション学科
13:00～15:30
先進的なリハビリテーション教育と可能性：
国際支援と学校作業療法

子ども支援学科子ども支援学科
10:00〜12:30
全ての子どもの可能性を拓くための包摂的な幼児教育・
保育と専門性のあり方を考える

10/2510/25 土

10/2610/26 日

※写真は2024年「第11回 狭山緑苑祭」の様子です。

※写真は2024年「第11回 狭山緑苑祭」の様子です。

※写真は2024年「第11回 狭山緑苑祭」の様子です。

今
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可
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よ
う
に
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生
一
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ひ
と
り
が
持
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可
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を
存
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に
発
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し
、

未
来
に
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を
抱
け
る
よ
う
な
学
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に
し
た
い
」と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
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。
家
政
大
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も
ち

ろ
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の
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と
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
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、
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山
ら
し
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あ
ふ
れ
る
温
か

い
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と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

子ども支援学科子ども支援学科
楽しく遊ぼう！～ワクワクこどもフェスティバル～
みんなが笑顔になれるような「縁日」や「迷路」などの遊び場をつくって、
待っています！

看護学科看護学科
キラキラナースへの道
看護学科では、手洗いチェッカーによる手洗い体験や車いす体験、モデル人
形による赤ちゃん抱っこの体験ができます。

リハビリテーション学科リハビリテーション学科
リハビリテーション学科では、専攻ごとに演習体験を開催します！
作業療法学専攻はビーズブレスレッドなどの作業を通じた活動や演習を行い、 
理学療法学専攻では妊婦や高齢者などの体験を行います！ 
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Message

テーマテーマ    翠空の軌跡翠空の軌跡

リ
ハ
ビ
リ
の
世
界
を 

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

 

わ
た
し
た
ち
と
一
緒
に 

 

楽
し
み
ま
し
ょ
う
♪ 

 

看
護
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 
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3年生が紹介する
私の学び

人文学部 
心理カウンセリング学科
S.S.

A1. 児童学部で子どもや保育について
学んでいます。3年次には資格取得の
ため実習が3回あり、1・2年次に培っ
た基礎に加え、専門的かつ多角的に
保育を学び、現場で求められる実践
力を身につけています。
A2. 私の推しは、現在所属している
サークル“児童音楽研究会たんぽぽ”
です。音楽を通して子どもと関わり、
多くの学びとやりがいを得られます。

A1. 造形、表現、デザイン分野の制
作を経験した上で、3年では就職を視
野に入れ、興味や探究心を抱いたデ
ザイン分野を中心に工芸や映像など
も学んでいます。企画や制作の意図
を深めることや新しい技法にも挑戦し、
日々表現の引き出しを増やす努力を
行っています。
A2. クラス制度が一番の魅力です。一
緒に取り組む仲間がいることが、楽し
い授業や活動につながっています。

A1. 英語のスピーキングの授業で培っ
た力を土台に、現在はゼミナールで

「motivation」について学び、学んだ
ことを活かして英語でのプレゼンに取
り組んでいます。
A2. 英会話や語学の本が充実している
グローバル教育センターがお気に入り
です。

A1. 「子どもの音楽Ⅲ」という弾き歌い
の授業をとっています。1、2年生の
弾き歌いの授業を踏まえて、少人数で
授業を行います。少人数のため、自
分のペースで先生からの的確なアドバ
イスをもとに実力を伸ばすことができま
す。人前で演奏する経験にもなります。
A2. ピアノ室がお気に入りの場所です。
授業の課題曲を集中して練習したり、
好きな曲を演奏したりしています。

A1. 私は現在、衣服やニットの制作か
ら実験、デザインの授業など専門分野
は幅広く履修しています。1、2年で学
んだ基礎的な知識を活かしながら応用
を効かせた作品を作れたり、実験では
より深く探求できたりと、自分の成長も
感じながら楽しく学べています。 
A2. 緑 苑 祭で行われるファッション
ショー “EVE”です。個性を結集させた
心ときめくショーをぜひご覧下さい！

A1. ゼミ活動や実習といった、これま
での学びの成熟度や自主性が試され
る機会が増えました。大変さや困難を
一人で抱え込むのではなく、共に励む
仲間を見つける力や、仲間と課題を
達成する力を発揮することがこれまで
以上に大切になるのだと考えます。
A2. 図書館の閲覧室が好きです。大
きな窓から光が差し込むので、圧迫
感を感じることなく自習することができ
ます。

A1. 3年生では各教科の教育内容と教
育方法を学んでいます。小学校で実
際に授業を行うことを想定し、クラス
一丸となり試行錯誤しながら教材研究
に励んでいます！様々なものに教育的
価値を見出すことができ、日々新たな
発見をしながら自分の教育を追求して
います。
A2. 少人数のクラス編成です。人数が
少ないからこそ仲間意識が高まり、同
じ目標に向かって切磋琢磨できます！

児童学部 児童学科
児童学専攻 M.I. 
サークル
“児童音楽研究会たんぽぽ”

「ルーチェ」で過ごす
友人との時間

緑苑祭
ファッションショー“EVE”

おすすめは
100円朝定食!

家政大キャラクターの
りょっくんが大好き

一緒に取り組む
仲間がいるグローバル教育センターで

充実の時間を

自然豊かなキャンパスと
美しい景色

光が差し込む図書館
“閲覧室”で集中

授業で育てる植物で
いつかピザ作りを

窓際の自習スペースが
お気に入り

お気に入りのピアノ室で
集中練習

少人数のクラスで
目標に向かい切磋琢磨

推しはゼミ室
患者への具体的な介入方法

子ども支援学部 
子ども支援学科 T.T. 

家政学部 
服飾美術学科 M.U.

人文学部 
教育福祉学科 A.A.

児童学部
初等教育学科 Y.K.

家政学部 
造形表現学科 M.Y.

人文学部
英語コミュニケーション学科
A.S.

A1. 地球温暖化が進む中で、私たち
の地球をこれからも守っていくために
はどのような取り組みが必要なのかを
考えています。3年生になってからは、
グループワークや発表の機会が増えま
したが、それらを通して伝える力が少
しずつ身についてきたように感じてい
ます。
A2. 家政大キャラクターのりょっくんが
大好きです！2年時の文化祭企画で作
成したTシャツがお気に入りです。

A1. 1・2年次で学んだ保育の基礎を
元に、現在は保育園・施設・幼稚園
での実習に向けて、指導案作成や援
助方法、保護者支援などをより実践的
に学んでいます。ゼミの授業では、小
さい頃から大好きだった絵本について
自身の体験を交えながら学びを深めて
います。
A2. 授業で育てている栽培物です。野
菜は収穫しピザ作りの材料になるため
各班で大切に育てています！

家政学部 
環境共生学科 N.O.

児童学部 児童学科 
育児支援専攻 H.K.

A1. 現在私たちは、座学の栄養療法
論や応用栄養学の他、食品化学実験
や食品衛生学実験といった実験の授
業に取り組んでいます。また栄養教育
実習や公衆栄養学実習といった実際
に1、2年生の座学で学んだことを活
かす授業内で行う実習授業にも取り組
んでいます。
A2. 普段ルーチェで友人とご飯を食べ
たり勉強をしたりしています。ランチや
パンなど種類があって美味しいです！

A1. これまでに学んできた解剖学や運
動学などの知識が、授業を通して少し
ずつつながり、理解が深まってきたの
を実感しています。冬の長期実習に向
けては、実技の復習や、レポート（サ
マリー）の書き方やまとめ方にも力を入
れて取り組んでいます。
A2. 窓際の自習スペースがお気に入り
で、友人と一緒に集中して勉強してい
ます。

A1. 3年生では、成人や母性看護など
領域ごとに病院に行き実習を行いま
す。現在は、事前課題や1.2年生の講
義で習ったことを復習しています。課題
は主に実習に行く病院や疾患につい
てのまとめ、技術の手順書作成です。
図書館で参考書を探したり、友人と知
識を深めながら実習をイメージしてドキ
ドキしながら準備しています。
A2. 推しはゼミ室です。ホワイトボードが
あり、個室のため、授業終わりや休日に友
人と集まり、課題をやることが出来ます。
飲食ができるため、おやつを食べ息抜き
をしながら一日過ごすことが出来ます。

A1. 3年生では、1・2年次に学んだ
栄養の基礎知識を活かし、実習や実
験に取り組んでいます。さまざまなライ
フステージに応じた献立作成や大量調
理の実習などを通して、基礎の復習を
行いながら実際の現場で役立つ栄養
管理や調理技術のスキルを身につけて
います。
A2. 100円朝定食がおすすめです。朝
からしっかり食べることができ、授業へ
のモチベーションも上がります。

栄養学部 
管理栄養学科 H.N.

健康科学部
リハビリテーション学科
理学療法学専攻 M.F.

栄養学部
栄養学科 W.K.

健康科学部 
看護学科 N.I. 

A1. 3年生では看護臨床実習や救急
処置実習、遊戯療法、ゼミナールなど、
1.2年次よりもさらに実践的な授業が多
くなります。実際に養護教諭や心理職
として働くイメージを膨らませながら、
同じ目標を持つ仲間と協働し、新たな
視点を得て楽しく学んでいます！
A2. 自然豊かなキャンパスで、桜や紫
陽花、イチョウなど四季折々の美しい
景色を楽しめるところが魅力です！

A1. 2年次までに学んだ解剖学、整形
外科学、精神医学などの専門知識は、
3年次以降の疾患別作業療法を学ぶ
ための基盤となっています。3年次に
進むと、疾患別作業療法に特化した
授業があり、具体的には、脳卒中や
外傷、精神的障害を持つ患者に対す
る具体的な介入方法を学んでいます。
A2. 自然な雰囲気が漂うキャンパスでは、
四季折々の植物が敷地内を彩ってい
ます。植物の雰囲気を満喫しながら、
心身のリフレッシュができます。

健康科学部
リハビリテーション学科
作業療法学専攻 Y.K.

Q1. 学業について
Q2. 東京家政大学の推し

QUESTIONS

東 京 家 政 大 学
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今
回
の
テ
ー
マ≪

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ≫

に
つ
い
て
留
学
生
を
含
め
25
名
で

意
見
交
流
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ど
ん
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
も
っ
て
い
る
か
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
も
っ

て
し
ま
う
原
因
と
は
？
無
意
識
の
う
ち
に
持
っ
て
し
ま
う
凝
り
固
ま
っ

た
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
こ
と
で
参
加
者
か
ら
は「
自
分
自

身
の
考
え
方
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に

な
っ
た
！
」「
留
学
生
か
ら
日
本
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
海
外

文
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
」な

ど
の
声
が
聞
こ
え
て
き
て
有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
ェ
は
後
期（
10

月
9
日
）に
も
実
施
予
定
で
す
。「
海
外

に
つ
い
て
知
り
た
い
」、「
留
学
生
と
交
流

し
た
い
」そ
ん
な
方
に
ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

弟
妹
が
い
る
こ
と
も
あ
り
、
幼
少
期
か
ら
小
さ
い

子
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
楽
し
く
、
小
学
生
の
頃

に
は
幼
稚
園
の
先
生
に
な
る
こ
と
が
夢
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
分
が
得
意
と
す
る
こ
と

と
好
き
な
こ
と
が
合
致
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

学
び
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
や
取
得
で
き
る
資
格
の
種
類
、
進
路
選
択
の

幅
の
広
さ
等
、
大
学
卒
業
後
の
進
路
も
見
据
え
、

本
学
を
選
び
ま
し
た
。

海
外
で
の
保
育
に
つ
い
て
１
番
最
初
に
意
識
を
し

た
の
は
、
幼
少
期
に
海
外
に
住
ん
で
い
た
知
人
か

ら
、
外
国
生
活
で
培
っ
た
習
慣
が
帰
国
後
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
時
で
す
。
さ
ら

に
学
生
時
代
の
実
習
に
て
、
外
国
か
ら
帰
国
し
た

ば
か
り
の
子
ど
も
と
そ
の
子
へ
の
支
援
に
戸
惑
っ

て
い
る
保
育
者
に
出
会
い
、
多
様
な
背
景
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
を
援
助
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
就
職
に
至
っ
て
い

ま
す
。

現
在
は
タ
イ 

バ
ン
コ
ク
に
あ
る
日
系
の
幼
稚
園
に

勤
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
年
中
組
を
担
任
し
、

今
年
度
は
お
お
よ
そ
１
歳
半
か
ら
３
歳
の
お
子
さ

ん
を
複
数
の
日
本
人
保
育
者
と
一
緒
に
担
当
し
て

い
ま
す
。

園
に
は
日
本
人
部
と
イ
ン
タ
ー
部
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
日
本
人
部
は
日
本
人
保
育
者
と
タ
イ
人
ア
シ

ス
タ
ン
ト
が
担
当
し
、
イ
ン
タ
ー
部
は
英
語
話
者

の
先
生
と
タ
イ
人
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
保
育
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
部
と
は
細
か
な
行
事
は
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
合
同
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
協
力
す

る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
園
に
通
う
お
子

さ
ん
の
多
く
は
日
本
人
家
庭
の
お
子
様
の
た
め
日

本
語
で
会
話
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
の
た
め
、

保
育
で
日
本
と
の
大
き
な
違
い
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

悲
し
い
こ
と
に「
保
育
者
な
ん
て
子
ど
も
と
遊
ぶ

だ
け
」「
誰
に
で
も
で
き
る
仕
事
」な
ど
と
言
わ
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
昼
寝
の
時
間
な
ら
連
絡
帳

を
書
い
た
り
、
子
ど
も
が
呼
吸
を
し
て
い
る
か
定

期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
り
、
保
育
後
な
ら
ば
翌

週
の
活
動
を
考
え
た
り
、
手
紙
を
作
成
し
た
り
、

保
護
者
と
連
絡
を
取
っ
た
り
。
保
護
者
と
の
連
絡

１
つ
で
も
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
て
伝
え
る

か
、
伝
え
方
は
？
保
護
者
は
ど
ん
な
話
が
聞
き
た

い
？
た
く
さ
ん
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
学

で
学
ん
で
も
、
そ
れ
は
何
？
そ
ん
な
こ
と
も
や
っ

て
い
る
ん
だ
！
と
驚
く
こ
と
が
昨
年
は
度
々
あ
り

ま
し
た
。

遊
び
に
関
し
て
も
、
子
ど
も
に
こ
ん
な
楽
し
み
を

感
じ
て
ほ
し
い
、
こ
ん
な
成
長
を
し
て
ほ
し
い
。

何
事
に
も
思
い
と
ね
ら
い
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ね
ら
い
を
子
ど
も
に
感
じ
て
も
ら
う
に
は
、

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
よ
う
な
活
動
や
関
わ

り
を
、
ど
う
展
開
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
の
か
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
知
識
の
引
き
出
し

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
引
き
出
し
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
と
充
実
度
は
大
学
生
活
の
４
年
間
を
ど
う

過
ご
す
か
で
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

新
卒
１
年
目
で
１
人
担
任
を
任
さ
れ
る
の
は
想
像

以
上
に
大
変
で
し
た
。
大
学
で
基
本
的
な
こ
と
は

学
ん
で
い
る
も
の
の
、
実
際
に
現
場
に
立
っ
て
み

て
初
め
て
わ
か
る
こ
と
は
多
く
、
子
ど
も
の
数
だ

け
、
も
し
く
は
そ
れ
以
上

に
関
わ
り
方
や
必
要
な
援

助
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
関

す
る
こ
と
も
海
外
就
職
を

検
討
す
る
な
ら
よ
く
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
た
ま
た
ま
同

じ
年
齢
の
日
本
人
が
３
人（
し
か
も
内
２
人
は
本

学
出
身
の
た
め
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
！
）も
バ
ン

コ
ク
に
あ
る
他
の
幼
稚
園
に
就
職
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
心
細
さ
を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
７
月
頃
ま
で
は
家
族
や
友

人
に
時
間
が
あ
れ
ば
電
話
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

園
で
は
自
分
の
至
ら
な
さ
を
感
じ
て
落
ち
込
む
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
比
較
的
簡
単
に

家
族
や
友
人
に
会
っ
て
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、

海
外
の
一
人
暮
ら
し
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
頑
張
り
続
け
ら
れ
そ
う

か
、
そ
こ
は
冷
静
に
自
己
分
析
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

保
育
の
仕
事
は
大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
元
気
を
も
ら
え
る
、
と
て

も
素
敵
な
仕
事
で
す
。
と
は
い
え
、
保
育
の
勉
強

を
４
年
間
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
保
育

者
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
、
興
味
を
持
ち
、
知
り
、
そ

し
て
自
分
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

お
金
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
も
し
明
日
人
生

が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
の
お
金
は
天
国
へ

持
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
の
得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
、
そ
し
て
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
大
切
に
し
て
、
無
理
な
く
働
き

続
け
ら
れ
る
道
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

WEB Instagram

新入留学生 日本での大学生活

東京家政大学
板橋キャンパス16号館2階
受 付 時 間 ：平　日 9:00〜17:00
　　　　　　  土曜日 9:00〜12:00
お問い合わせ：03-3961-1861

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
フ
ェ
を
実
施
！

実施日程  2025年11月22日（土）～ 11月25日（火）
対象者  板橋校舎・狭山校舎の2年生および3年生

実施方式  オンラインテスト形式

（木）

6 12

５
月
25
日
か
ら
８
月
７
日
ま
で
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
のC

larem
o

nt 
M

ckenna C
o

llege
か
らLisa M

auriccio

さ
ん
が
本
学
で
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
本
学
の
教
員
と
学
生
の

家
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の

授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
で
彼
女
の
第
一
言

語
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
語
＆
異
文
化
講
座
の
実
施
、”Lisa in Japan”

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
セ
ン
タ
ー
のInstagram
を
毎
週
更
新
し
て
日
本

で
の
様
子
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
学
附
属
み
ど
り
ヶ
丘
幼
稚
園
で
園
児
た
ち
と
の
交
流
、
日

本
の
高
校
で
出
張
講
義
も
行
い
ま
し
た
。
鎌
倉
や
浅
草
を
訪
問
し
て

日
本
文
化
へ
の
理
解
も
深
め
て
い
ま
し
た
。
明
る
く
元
気
な
彼
女
は

ど
こ
で
も
学
生
に
大
人
気
で
、

忙
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
本
学
の

学
生
に
と
っ
て
も
、
同
年
代
の

留
学
生
と
の
交
流
は
刺
激
と
な

り
、
言
語
学
習
や
異
文
化
理
解

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。

児童学部 児童学科 児童学専攻1年 Y.L.
中 国

栄養学部 管理栄養学科1年 A.K.
中 国

グローバル教育センターグローバル教育センター

私
は
管
理
栄
養
学
科
に
在
籍
し
て

い
ま
す
。
先
輩
も
優
し
く
て
、
色
々

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
秋

か
ら
調
理
実
習
が
始
ま
る
そ
う
で
、

今
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

私
に
は
大
学
で
お
気
に
入
り
の
場

所
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
構
内

に
あ
る
２
つ
の
カ
フ
ェ
で
す
。
よ
く

友
達
と
一
緒
に
そ
こ
で
昼
ご
は
ん

を
食
べ
ま
す
。
一
番
好
き
な
の
は
小

講
堂
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
す
。
手
作
り

の
ク
ッ
キ
ー
と
プ
リ
ン
が
食
べ
ら
れ

ま
す
。
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。

も
う
一
つ
は
16
号
館
に
あ
る
カ
フ
ェ

で
す
。
そ
こ
は
デ
ザ
イ
ン
が
半
球

体
で
全
面
が
ガ
ラ
ス
張
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
光
が
入
っ
て
気
持
ち
が
い

い
で
す
。

や
さ
し
さ
と

学
び
に
包
ま
れ
て

小
さ
い
頃
か
ら
日
本
文
化
に
興
味

が
あ
っ
た
の
で
、
中
国
よ
り
保
育
や

児
童
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
日

本
に
来
て
、
東
京
家
政
大
学
の
児

童
学
科
に
入
学
し
て
本
当
に
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

１
年
生
か
ら
専
門
に
関
わ
る
科
目

を
学
べ
て
、
早
め
に
分
野
の
特
徴
を

理
解
で
き
る
こ
と
が
魅
力
的
だ
と

思
い
ま
す
。
学
内
に
は
附
属
の
幼

稚
園
が
あ
り
、
休
み
時
間
に
は
時
々

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
、
心
が
癒
さ
れ
、
最
高
の
幸

せ
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、「
子
ど
も
が
好
き
！
」と
い

う
気
持
ち
を
持
っ
て
、
学
内
で
同
じ

目
標
を
目
指
し
て
い
る
仲
間
た
ち

と
出
会
い
、
友
達
が
で
き
て
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
！

好
き
が
つ
な
が
る
、

学
び
の
場
所

自
分
の
得
意
と
好
き
が
合
致
。

大
学
卒
業
後
の
進
路
も
見
据
え
、

東
京
家
政
大
学
へ
入
学

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を

援
助
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

大
学
４
年
間
を
ど
う
過
ご
す
の
か
。

子
ど
も
に
伝
え
た
い
大
切
な
思
い
は

ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
経
験
。

自
己
分
析
の
重
要
性

後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

Claremont Mckenna College
（アメリカ合衆国 カリフォルニア）
Lisa Mauriccioさん

インターンシップ生インターンシップ生

リ
サ
さ
ん
と
体
験
す
る
多
文
化
理
解

海
外
で
活
躍
す
る

卒
業
生

メロディー幼稚園
（Melodies International Kindergarten）

家政学部 児童学科 育児支援専攻
（現：児童学部 児童学科）
Y.M.　2023年度卒

Graduate
Interviews

タイで見つけた
私の保育のカタチ

タイ バンコク

tha
ila

nd ba
ngkok

英語力測定テスト（TOEIC® L&R）11月

海外
からの
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お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
、
無
造
作

に
描
い
た
線
か
ら
お
菓
子
を
想
像
し
、
色
を
塗
っ
て

お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
の
絵
を
描
い
た
り
、
手
の
ひ

ら
の
形
を
型
取
り
、
そ
の
中
に
自
分
の
好
き
な
も
の

を
書
い
て
い
く
遊
戯
療
法
的
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
も
ち
ゃ
で
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
の
関
わ
り
も
行

い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
最
初
は
緊
張
し
た
様
子

で
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
伝
え
る
の
が
難
し
そ

う
な
印
象
で
し
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
い
き
、
自
分

の
好
き
な
も
の
を
自
由
に
描
い
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で

楽
し
そ
う
に
遊
ぶ
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
も
一
緒
に
活
動
に
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
絵
を
描
い
た
り
遊
ば
れ

る
様
子
は
と
て
も
楽
し
そ
う
で
、
親
子
の
あ
た
た
か

な
関
係
性
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
ん
だ
り
創
作
活
動
に
取
り

組
め
る
よ
う
な「
安
心
で
き
る
居
場
所
」を
提
供
す
る

こ
と
で
、
素
直
な
気
持
ち
で
活
動
を
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
点
に
、
こ
の
活
動
の
意
義
を
感
じ
ま
し
た
。

遊
戯
療
法
や
絵
画
療
法
に
つ
い
て
大
学
で
学
び
、
そ

れ
ら
が
自
己
表
現
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
の
ラ
ポ
ー
ル
形
成

に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
講

義
の
中
で
実
際
に
自
由
な
創
作
活
動
を
体
験
し
、
自

分
自
身
の
内
面
を
表
現
で
き
た
こ
と
、
ま
た
友
人
と

作
品
を
共
有
し
た
り
一
緒
に
制
作
す
る
中
で
、
他
の

人
の
表
現
方
法
に
気
づ
い
た
り
気
持
ち
を
分
か
ち
合

え
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
そ
の
よ
う
な「
気
づ
き
」や

「
気
持
ち
の
変
化
」、「
他
者
と
の
関
わ
り
の
有
意
義

さ
」を
、
子
ど
も
た
ち
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
思
い
を
持
っ
て
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ポ
ー
ル
の
形
成
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
経
験

で
そ
の
大
切
さ
と
効
果
を
よ
り
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。最
初
は
保
護
者
の
方
と
し
か
話
せ
な
か
っ

た
子
ど
も
が
、
次
第
に
私
た
ち
に
も
心
を
開
い
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
を
見
て
、
遊
戯
療
法
や
絵

画
療
法
の
持
つ
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
大
学
内
居
場
所
事
業

や
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
板
橋
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
し
て
受
け
入
れ
ら

れ
、
継
続
的
に
来
て
く
れ
る
子
が
増
え
て
い
く
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も
た
ち
自

身
の「
や
り
た
い
こ
と
」や
興
味
を
聞
き
な
が
ら
、
主

体
性
を
大
切
に
し
た
新
た
な
活
動
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
で
す
。

私
た
ち
が
用
意
す
る
活
動
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
が
自
ら
提
案
し
て
く
れ
る
こ
と
に
も
柔
軟
に
対
応

し
、
ま
た
、
他
の
お
友
だ
ち
と
の
交
流
が
自
然
に
生

ま
れ
て
く
る
よ
う
な
関
係
性
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ

た
い
で
す
。

最
終
的
に
は
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の「
自

分
の
居
場
所
」で
あ
る
と
同
時
に
、
み
ん
な
で
安
心

し
て
過
ご
せ
る「
み
ん
な
の
居
場
所
」と
し
て
の
機
能

も
果
た
せ
る
よ
う
、
よ
り
開
か
れ
た
環
境
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が

「
安
心
で
き
る
居
場
所
」の
提
供
を

「
自
分
の
居
場
所
」
と

「
み
ん
な
の
居
場
所
」
を

「
気
づ
き
」や
「
気
持
ち
の
変
化
」、

「
他
者
と
の
関
わ
り
の
有
意
義
さ
」
を
、

子
ど
も
た
ち
に
も
感
じ
て
も
ら
い
た
い

私
は
、
小
学
生
の
子
と
一
緒
に
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
折
り
紙
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
小

学
生
の
子
と
か
か
わ
る
こ
と
が
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
の
で

最
初
は
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
緒
に
遊
ぶ

う
ち
に
少
し
ず
つ
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
自
然
と
会
話
や

笑
顔
が
増
え
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
遊

ん
だ
子
も
最
初
は
緊
張
し
て
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
私
の

声
か
け
に
返
事
を
し
て
く
れ
た
り
、
表
情
が
柔
ら
か

く
な
っ
た
り
と
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
こ
れ
ま
で

に
二
回
参
加
し
、
ど
ち
ら
も
同
じ
子
ど
も
と
関
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
か
ら
、「
一
回
目
は

恥
ず
か
し
く
て
自
分
か
ら
関
わ
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

次
は
自
分
か
ら
お
姉
さ
ん
に
声
を
か
け
た
い
と
言
っ
て

い
た
」と
聞
き
、そ
の
言
葉
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
感
じ
ら
れ
た
こ

と
で
、
養
護
教
諭
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
よ
り
一

層
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で

授
業
で
学
ん
で
き
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
や
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
求
め
ら
れ
る
態
度
や
役
割
、
遊
戯
療
法

な
ど
の
内
容
が
特
に
活
か
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
お
い
て
大
切
と
さ
れ
る
相
手

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
や
、
寄
り
添
い
な
が
ら

肯
定
的
に
関
わ
る
態
度
は
、
日
常
の
人
と
の
関
わ
り

の
中
で
も
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
改
め
て
実
感
し

ま
し
た
。

特
に
、
子
ど
も
と
関
わ
る
際
に「
そ
の
子
の
こ
と
を

理
解
し
よ
う
」と
い
う
気
持
ち
で
、
子
ど
も
に
寄
り

添
お
う
と
す
る
姿
勢
と
肯
定
的
な
態
度
が
、
子
ど
も

に
と
っ
て
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
子
ど
も
の
居
場
所
と
は
、
物
理
的
な
場

所
だ
け
で
は
な
く
、
安
心
し
て
心
を
寄
せ
ら
れ
る
人

と
の
つ
な
が
り
も
居
場
所
に
な
る
の
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
と

関
わ
る
楽
し
さ
や
や
り
が
い
を
実
感
し
、
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
後
は
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
積
極
的
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
子
ど

も
た
ち
と
関
わ
っ
て
み
た
い
で
す
。
実
際
の
学
校
現

場
で
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
過
ご
し
て
い
る

の
か
を
見
た
り
、
先
生
方
の
支
援
の
在
り
方
を
学
ん

だ
り
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
る
と
と
も

に
、
養
護
教
諭
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら

れ
る
の
か
を
よ
り
具
体
的
に
学
び
、
考
え
る
き
っ
か

け
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
て
得
た
学
び
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
今
後
も
授

業
に
真
剣
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
実
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
実
践
的
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た

め
に
必
要
な
知
識
や
技
術
、
実
践
力
を
着
実
に
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

養
護
教
諭
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て

学
校
現
場
で
の
経
験
を

増
や
し
て
い
き
た
い

安
心
し
て
心
を
寄
せ
ら
れ
る
人
と
の

つ
な
が
り
も
居
場
所
に
な
る

人文学部
心理カウンセリング学科

区
内
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
に
大
学
内
の
居
場
所
を
提
供
す
る

「
大
学
内
居
場
所
事
業
」

板
橋
区
と
の
連
携
活
動
と
し
て「
大
学
内
居
場
所
事
業
」を
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

板
橋
区
在
住
ま
た
は
同
区
立
学
校
在
籍
で
、
不
登
校
・
不
登
校
傾
向
の
あ
る

児
童
・
生
徒（
小
学
校
１
年
～
中
学
校
３
年
）を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

臨
床
心
理
学
専
攻
の
大
学
院
生
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
の
学
部
学
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、
月
に一度
、
大
学
の
構
内
で
児
童
・
生

徒
と
一
緒
に
勉
強
や
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
院
生
が
企
画
し
た

交
流
ツ
ー
ル
の
提
供
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
の
支
援
、
保
護
者

支
援
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

※�

利
用
は
板
橋
区
在
住
ま
た
は
板
橋
区
立
学
校
在
籍
の
不
登
校
・
不
登
校
傾
向
の
児
童
・

生
徒
に
限
る
。

「
板
橋
フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
」へ
の
学
生
派
遣

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
児
童
や
生
徒
が
、
探
究
的

な
活
動
や
体
験
活
動
、
創
作
活
動
、
他
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
自
己

実
現
を
図
る
た
め
の
場
所
。

心
理
相
談
室
も
あ
り
、
通
級
す
る
児
童
・
生
徒
の
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
科
の
学
生
派
遣
は
５
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
年
間

約
９
５
０
時
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東京家政大学大学院
臨床心理学専攻 A.W.

人文学部
心理カウンセリング学科 M.K.

参加学生の声

学科の取組み
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海
外
に
出
る
と
日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ

た
文
化
や
価
値
観
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
良
い
面
も
あ
れ
ば
、
悪

い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

海
外
に
出
る
と
日
本
の
持
っ
て
い
る「
当
た

り
前
」
が
通
用
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
作
業
療
法
士
や
理
学
療
法

士
を
と
り
ま
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

分
野
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
に
つ
い

て
、
２
０
２
４
年
時
点
に
お
い
て
も
未
だ
に

１
４
６
カ
国
中
１
１
８
位
と
一
向
に
改
善
し

て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
と
は
、

あ
る
特
定
の
分
野
に
お
け
る
男
性
に
対
す

る
女
性
の
割
合
を
示
す
指
標
で
す
。
こ
の

ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
大
き
い
ほ
ど
不
平
等

な
社
会
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
は
、
政
治
や
経
済
の
参
加
に

お
い
て
顕
著
な
ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
生
じ

て
い
ま
す
が
、
実
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の

分
野
に
お
い
て
も
ジ
ェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
が
生

じ
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
理
学
療
法
士
数
は

２
０
２
４
年
現
在
で
20
万
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
の
理
学
療
法
士
数
は
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
数
字
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
日
本
の
理
学
療
法
士
の
女
性
の
割
合

は
約
36
％
、
こ
れ
は
世
界
か
ら
み
る
と
ど
の

よ
う
に
映
る
の
で
し
ょ
う
か
。
同
様
の
指
標

を
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
先
進
国
で
あ
る
欧

米
諸
国
で
み
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
70
％
、
カ

ナ
ダ
72
％
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
65
％
と
な
っ

て
お
り
、
日
本
の
割
合
と
は
大
き
く
異
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
で
は
、
距

離
的
に
も
文
化
的
に
も
近
い
ア
ジ
ア
で
み
た

場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
割
合
は
、
韓
国
59
％
、
タ
イ

70
％
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
比
べ

た
場
合
で
も
日
本
の
女
性
割
合
は
低
い
と

い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
世
界
の
国
々
と
比
較
を
し
て
み
る
と
、

理
学
療
法
の
分
野
で
は
男
性
よ
り
も
女
性

の
方
が
明
ら
か
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
は
そ
の
世
界

基
準
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
か
ら
外
れ
て
し
ま
って

い
る
こ
と
も
同
時
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
日
本
の
こ
と
だ
け

し
か
知
ら
な
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
日
本
と

世
界
と
の
ギ
ャッ
プ
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

で
は
、
な
ぜ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
分
野
で

女
性
の
活
躍
が
重
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
実
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
の
分
野
に

限
ら
ず
、
医
療
の
分
野
に
お
い
て
は
女
性

が
活
躍
す
る
こ
と
の
優
位
性
が
た
く
さ
ん

の
研
究
で
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
にA

nnals of Internal �
M
edicine

誌
に
公
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で

実
施
さ
れ
た
研
究
で
は
、
70
万
人
に
も
お

よ
ぶ
患
者
の
分
析
に
お
い
て「
女
性
医
師
に

治
療
さ
れ
た
患
者
は
、
男
性
医
師
に
治
療

さ
れ
た
患
者
よ
り
も
死
亡
率
、
再
入
院
率

と
も
に
低
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
。
考
察
で
は「
原
因
と
結

果
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
女

性
医
師
の
方
が
患
者
の
声
を
よ
く
聞
き
、

患
者
と
の
時
間
を
多
く
過
ご
し
、
専
門
家

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
協
力
す
る
傾
向

が
強
い
こ
と
を
研
究
は
示
し
て
い
る
」と
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
女
性
作
業
療
法
士
・
理
学
療

法
士
が
活
躍
す
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
有
益
で
あ
る
こ

と
を
こ
う
し
た
研
究
が
裏
づ
け
て
い
ま
す
。

東
京
家
政
大
学
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

科
を
持
つ
全
国
唯
一の
女
子
大
学
で
す
。
ま

た
、
本
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学
科
で
は
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
国
際
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
時
か
ら「
医

学
英
語
」や「
国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
っ
た
科
目
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

海
外
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
に
関
す
る
講
義

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、２
年
生
以
降
で
は「
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」と
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョン
に
特
化
し
た
海
外
視
察
も
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
学
び
を
通

し
て
、本
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学
科
で
は
、

「
女
性
が
活
躍
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
社
会
」を
創
造
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い

ま
す
。

２
０
２
４
年
度
新
規
開
校
科
目
の
為
、
現
２
年
生
の
み
が
受
講
を
終
了

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
秋
９
月
よ
り
１
年
生
が
第
２
期
生
と
し
て
本
講

義
の
受
講
を
ス
タ
ー
ト
！

国
際
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
つ
い
て
学
ぶ
講
義
を
必
修
科

目
と
し
て
設
置
す
る
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
東
京
家
政
大
学
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
世
界
に
関
心
を
持
ち
、
各
国
の
文
化
を

理
解
で
き
る
、
ま
た
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
い

ま
す
！

「
国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」は
先
進
国
か
ら
発
展
途
上
国
ま
で
、
世
界
で
起
き
て
い
る
健
康
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士
の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
が
出
来
る
か
を
考
え
、
具
体
的
な
解
決
策
を
提
示
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
科
目
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
２
～
４
年
生
の
希
望
者
13
人
が
８
月
３
日

～
９
日
の
７
日
間
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
は
、
北
原
グ
ル
ー
プ
が
企
画
・
運
営
し
て
い

る
日
系
病
院 Sunrise Japan H

ospital 

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
ニ
ー
ズ
を
合
致
さ
せ
た
、
学
科
独
自
の
国
際
視

察
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
単
位
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
加
学
生
は
、Sunrise Japan H

ospital 

の
視
察
や
、
現
地
小
学

生
の
健
康
問
題（
近
視
、
栄
養
、
体
力
低
下
な
ど
）に
関
し
て
の「
健

康
教
室
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

学
生
か
ら「
現
地
の
同
年
代
の
人
達
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の

か
を
知
り
た
い
」と
い
う
声
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学

日
本
語
学
科
の
学
生
と
の
交
流
会
・
勉
強
会
も
企
画
、
同
大
外
国
語

学
部
副
学
部
長
の
講
演
会
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
！

国
際
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

女
性
が
活
躍
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
創
造

理学療法士の男女比率（2024年）

（%）
男性 女性

0 10 20 30 40 50 60 70 80

日本女性の
割合は低い

36%

64%

30%

70%

70%

28%

72%

25%

65%

41%

59%

30%

日本

アメリカ

韓国

タイ

カナダ

オースト
ラリア

2024年度
3期スタート！

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
年
生
必
修
科
目

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
日
系
病
院
、

小
学
校
の
視
察
や
現
地
大
学
生
と
の
交
流

世
界
か
ら
見
た

日
本
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

D
ep

ar
tm

en
t o

f 
R

eh
ab

ili
ta

tio
n

健康科学部
リハビリテーション学科

学科の取組み
DEPARTMENT INITIATIVES

TOKYO KASEI UNIVERSITY

国によって医療状況は異なります。日本
ではリハビリテーションが国民に浸透し
ていて、経済も安定しているため、予防

にお金をかけることができます。しかし、カンボジアで
は命を救うことが重要で、リハビリテーションの制度は
まだ作っている段階だと学びました。国の医療制度を
作る人や今後のカンボジア医療のために尽力する方た
ちにお会いし、専門職が専門的に働くために、直接関
わる人以上に医療に関わる人が居ることを学びました。
英語での会話に挑戦したことで、コミュニケーションは
完璧な英語を話すことではなく、時間をかけてもお互い
に考えが伝わることが大事だとわかりました。
今回のツアーでは、挑戦している大人にたくさん会うこ
とができました。大人の挑戦は覚悟と責任と誇りを持っ
ているように見えてとてもかっこよかったです。その姿を
見て私も何かやってみたいとワクワクした気持ちが出て
きました。まだ何かは見つかっていないですが、今後
の準備として、自分の英語をレベルアップさせたいと思
います。何かが見つかった時にそれを共有したり、進
めるときに役に立つと思います。
今回のツアーで学んだこと、感じたことを忘れずに、こ
れからも経験を積み重ねていきます。挑戦を続けられる
大人になりたいです。

カンボジアはクメール・ルージュ
という医療者や教育者などの知
識人が大量虐殺された痛ましい

歴史があります。その現場であるトゥールスレン
虐殺博物館やキリングフィールドを見学し、国
の凄惨な歴史を経験した人々の間で強く育まれ
た家族の絆の強さを知ることができました。
施設見学をして、食事の大切さや家族の結び
つきには歴史的背景が関連しており、尊重する
べき文化ではないかと考えました。
歴史と医療は密接に関係しており、その土地の
歴史を知り尊重することが、本当に必要とされ
る支援に繋がることを学びました。
また、カンボジアでは活気のある街並みや息を
のむような美しい景色だけでなく、貧富の差や
クメール・ルージュによる凄惨な過去など目を
そむけたくなるような苦しい側面も見てきました。
特に印象的であったのは、ロシアンマーケット
の中で棒義足と杖を持つ一人の男性が、頸か
らかごを下げ、道行く人々にポストカードや本、
手作りのアクセサリーを売っていたことです。私
は彼から１ドルのアクセサリーを買い、倍の値段
を支払いました。しかし、たった２ドルで何が

できるのだろうと後に後悔し、更に１０ドル支払っ
たからと言って彼の生活は変わらないのではな
いかと思い、自分の無力さを痛感しました。
社会保障や就労支援が充実している日本に住
んでいる私にとって、この体験は衝撃的なもの
であり、自分は健康体で安全な仕事を選ぶこと
ができるのに対して、その日の生活に苦しむ人
が沢山いるということを実感することになりまし
た。この体験を通して、今私にできることは何
かを考え直し、彼らの力になりたいという気持
ちが強まりました。
より深くその国の歴史と文化を学ぶために、今
後は、カンボジアに限らず他国や世界全体の
歴史を学びたいと感じました。さらに、他国に
も留学することで自分の世界観や視点を拡大し
たいと感じました。
カンボジアには義肢装具センターや病院などの
施設同士の連携や、精神疾患への支援が不十
分であること、作業療法士や言語聴覚士といっ
た専門職が存在しないなどの多くの課題がある
ことも学びました。将来的には、私も作業療法
士としてカンボジアで働くなど、直接的な支援
にもチャレンジしたいと感じました。

国際的なリハビリテーションに
特化したカリキュラム

医学英語

1年次〜

スタディーツアー

国際支援
リハビリテーション

様 な々国のリハビリテーションセンター

PICK UP !

カンボジアスタディツアー２０２５年８月 初開催！

カナダ

タイ

カンボジア

歴史と医療の交わる場所で、芽生える支援の心 異国での挑戦が視野を広げる

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

田
中 

繁
治 

准
教
授

WEB

Instagram

参加学生の声カンボジアスタディツアー

K.H. H.M.
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活動日
毎週月・火（春・夏頃、有志メンバーは木・日も練習を行う） 

活動場所  16号館1階 中体育室 

不老荘
活動日  偶数月の第2日曜日、13:30 〜

活動場所  「入曽駅」から徒歩約10分

onaraカフェ
活動日  2 ヶ月に1回（不定期）

活動場所  「小岩駅」北口から徒歩約3分

※不定期で色々なイベントに参加しています

活動日  毎週木曜日　 活動場所  リズム遊戯室

課外活動社会連携／産学連携
学 生 た ち  の 挑 戦！

課外活動や社会連携／産学連携　  を通して培う、課題解決能力

東京家政大学
ヒューマンライフ支援機構
WEB

企
業
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
で
、
ス
ー
パ
ー
に
置
か
れ
る
レ
シ

ピ
カ
ー
ド
の
デ
ザ
イ
ン
制
作
に
参
加
し
ま
し
た
。
実
際

に
店
舗
へ
足
を
運
ん
で
売
り
場
の
様
子
を
観
察
し
、
利

用
者
の
目
線
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
の
は
新

鮮
で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
た

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、
先
生
や
企
業
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
調
整
を
重
ね
た
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高

い
も
の
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

授
業
の
課
題
制
作
と
は
違
う
実
務
に
近
い
デ
ザ
イ
ン
経

験
を
通
し
、
多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。
実
際
に
誰
か

に
届
け
る
も
の
を
考
え
る
難
し
さ
と
や
り
が
い
を
強
く

実
感
し
、
こ
の
経
験
で
得
た
視
点
を
今
後
の
制
作
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
マ
リ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社
と
の
海
鮮
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
で
、
食
に
関
す

る
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
商
品

開
発
で
活
躍
す
る
方
か
ら
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

工
場
で
の
大
量
生
産
へ
の
落
と
し
込
み
や
解
凍
し
た
際

の
見
た
目
の
持
続
性
な
ど
、
味
以
外
の
面
を
考
慮
す

る
こ
と
で
、
授
業
で
は
得
ら
れ
な
い
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
の
、
実
際
に
活
躍
す
る

方
や
同
じ
く
栄
養
学
を
学
ぶ
仲
間
と
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
た
経
験
は
、
私
の
将
来
に
お
い
て
貴
重
な
生
き

た
知
識
と
な
り
ま
し
た
。

約
35
年
の
歴
史
が
あ
る
、
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
を
届

け
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。「
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
音
楽
を

楽
し
む
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

等
の
児
童
文
化
財
を
用
い
て
、
主
に
児
童
館
や
保
育

施
設
、
図
書
館
な
ど
で
公
演
を
し
て
お
り
ま
す
。
毎

年
緑
苑
祭
で
は
、
４
公
演
で
約
２
０
０
人
ほ
ど
の
子

ど
も
た
ち
に
公
演
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
専

攻
を
超
え
た
交
流
が
で
き
、
実
習
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
！

家政学部
造形表現学科4年

A.N.

栄養学部
栄養学科４年 H.Y.

フラサークル PuaLani

看護ボランティアサークル

児童音楽研究会
私
は
レ
シ
ピ
開
発
へ
の
興
味
と
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を

活
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
こ
の
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
レ
シ
ピ
を
考
案
す
る
中
で
、
単
に
美
味
し
い

も
の
を
作
る
の
で
は
な
く
、
美
味
し
さ
に
加
え
て
レ
シ

ピ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
や
栄
養
学
的
知
識
、
作
り
や
す
さ

な
ど
、
作
る
人
の
こ
と
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
の

が
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
活
動
を
通
し
て
授
業
で
学

習
し
た
栄
養
の
知
識
を
活
用
し
、
健
康
な
食
事
に
つ
い

て
広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
食
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レシピは
こちら！▶︎

◀︎第1 弾の取り組み「推し海鮮丼総選挙」で考案した
「とろろ昆布のふわふわサーモン丼」

Photo by データコム株式会社 齋藤楓子氏

Instagram

私
た
ち
は
現
在
１
年
生
７
名
、
２
年
生
４
名
、
３
年

生
８
名
、
４
年
生
10
名
の
計
29
名
で
日
々
楽
し
く
活

動
し
て
い
ま
す
。
月
曜
日
は
コ
ー
チ
の
レ
ッ
ス
ン
、
火
曜

日
は
サ
ー
ク
ル
員
の
み
の
練
習
、
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ハ
ー
サ

ル
等
を
行
い
ま
す
。
週
２
日
大
学
の
授
業
後
に
集
ま

り
、
19
時
15
分
か
ら
21
時
00
分
ま
で
、
一
緒
に
フ
ラ
を

楽
し
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
本
番

に
向
け
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
主
に
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
学
園
祭
に
参
加
し
、
有
志
メ
ン
バ
ー
は
学
生
フ
ラ
の

大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
様
子
は
是
非

Instagram

を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！

想
い
を
込
め
て
、
フ
ラ
を
届
け
る

不
老
荘
で
は
、
高
齢
者
の
方
た
ち
と
一
緒
に
お
話
を
し

た
り
、
体
操
を
し
た
り
す
る
活
動
で
す
。
血
圧
測
定

も
行
い
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。onara

カ
フ
ェ
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
営
業
の
お
手
伝
い
や
虐
待
サ
バ
イ
バ
ー

で
あ
る
参
加
者
さ
ん
と
の
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

ま
す
。

毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
そ
な
エ
リ
ア
東
京
で
は
、
防

災
か
る
た
や
被
災
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
子
ど
も
や

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
に
災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
伝
え
る
活
動
を
し
ま
す
。

あ
た
た
か
く
寄
り
添
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

子
ど
も
と
楽
し
む
、

音
の
ひ
と
と
き

食
の
現
場
で
学
ぶ
、
実
践
力

売
り
場
目
線
で
考
え
る
デ
ザ
イ
ン

“
お
い
し
い
”の
裏
に
あ
る
、

た
く
さ
ん
の
工
夫
と
想
い

マリンフーズ株式会社 海鮮を使った新商品開発産学連携

株式会社ドクターズプラザ 健康をテーマにしたレシピ開発産学連携

データコム株式会社 レシピカードのデザイン制作産学連携

栄養学部
栄養学科3年 T.N.

onaraカフェ▶︎▲そなエリア東京
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　　　　　後援会ドリームプラン奨学金
活動報告

附属女子中学校・高等学校

び
WEB

５
月
11
日（
日
）か
ら
13
日（
火
）ま
で
の
２
泊

３
日
で
、
中
学
１
年
生
は
千
葉
県
鴨
川
市
へ

校
外
行
事「
５
月
の
生
活
」に
出
か
け
て
ま
い

り
ま
し
た
。

期
間
中
、
田
植
え
や
飯
盒
炊
飯
な
ど
の
体
験

を
通
し
て
、
普
段
の「
当
た
り
前
」が
多
く
の

人
の
手
や
努
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
へ
足
を

運
び
体
験
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
学
び
で

し
た
。

さ
ら
に
、
友
人
関
係
が
深
ま
る
時
期
に
寝
食

を
共
に
す
る
こ
と
で
、
学
年
の
つ
な
が
り
も

強
ま
り
ま
し
た
。
ビ
ー
チ
で
は
生
徒
た
ち
が

無
邪
気
に
笑
い
合
う
姿
に
心
温
ま
る
思
い
で

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
学
年
の
絆
を
深
め
な
が
ら
楽
し
い

学
校
生
活
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

中
２
学
年
で
は
、
中
学
校
生
活
二
度

目
の
宿
泊
行
事
で
あ
る「
鎌
倉
探
訪
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
初
日
は
、
鎌
倉

市
内
で
の
班
別
研
修
の
後
、
円
覚
寺

に
て
坐
禅
体
験
を
し
ま
し
た
。
心
の

動
揺
や
迷
い
を
鎮
め
、
真
の
自
己
を
見

つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
宿
泊
先
近
く
の
海
岸
に

て
地
引
網
体
験
を
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
網
を
引
き
ま
し
た
。

大
量
の
小
魚
に
混
じ
っ
て
大
き
な
鯛
の

姿
が
あ
っ
た
と
き
に
は
思
わ
ず
大
き
な

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
獲
れ
た
鯛

は
贅
沢
に
も
丸
焼
き
に
し
て
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
で
の
経
験
し
た
こ
と
や
学

ん
だ
こ
と
は
次
年
度
の
修
学
旅
行
で

も
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

高
１
学
年
で
は
、
学
年
の
親
睦
を
深

め
、
他
人
と
協
力
し
な
が
ら
物
事
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て「
自
主
・
自

律
」の
姿
勢
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
宿
泊
研
修
を
、５
月
12
日
、

13
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
行
い
ま
し

た
。
場
所
は
山
梨
県
富
士
吉
田
市
。

美
し
い
新
緑
の
中
、
最
高
の
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
飯
盒
炊
爨
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
等
を
通
し
楽
し
く
有
意
義
な

時
間
を
皆
で
共
有
し
ま
し
た
。
み
ん

な
で
作
っ
た
カ
レ
ー
の
美
味
し
か
っ
た

こ
と
！

こ
の
宿
泊
研
修
は
、
今
後
の
学
校
生

活
に
も
大
い
に
生
か
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
、
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

６
月
17
日(

火)

に
代
々
木
第
一
体
育

館
に
て
、
中
高
合
同
運
動
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
年
練
習
は
梅
雨
の

影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
予
行
は
予

備
日
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
無

事
に
本
番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

運
動
会
実
行
委
員
を
中
心
に
、
生
徒

の
手
で
作
り
上
げ
ら
れ
た
運
動
会
は
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
充
実

し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
運
動
会
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ

う
と
、
数
年
ぶ
り
に
応
援
団
が
発
足

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
後
に
応
援
合

戦
が
行
わ
れ
、
色
別
の
士
気
は
高
ま

り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
５
点
差
の
大
接
戦
を
制
し
、

黄
団
が
総
合
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

5
月
の
生
活

鎌
倉
探
訪
を
終
え
て

宿
泊
研
修

中
高
合
同
運
動
会
開
催

1年生
中学

2年生
中学

1年生
高校

中学・高校
合同

体験で深める学

後援会ドリームプラン奨学金は、学生生活を実り豊かなものにするために、本学在学中の学生で、
個人的かつ社会的に有意義でオリジナリティにあふれるユニークな企画をもっている個人またはグループに対して、

その計画の実現に向けて後援会が助成することを目的として給付する奨学金です。

活動報告の詳細は、
HPをご覧ください。

2025年度は
審査中

児童学部 児童学科3年
家政学部 造形表現学科3年

家政学部 造形表現学科4年 2名

栄養学部 栄養学科2年

家政学部 造形表現学科3年

児童学部 児童教育学科3年

健康科学部 リハビリテーション学科2年 3名
子ども支援学部 子ども支援学科2年 5名

子どものための物語絵本の制作
および絵本カフェでの発表・販売

二人展 「結んで、舞って。」の開催

ワールドデュアスロン選手権の挑戦

写真展開催

夢の大舞台に挑戦

家政学部 服飾美術学科4年 2名家政学部 服飾美術学科2年 家政学部 服飾美術学科4年

ブランド設立 「Puryu」
小さな命に届け! 

「手のひらサイズの産着作り」
ブランドを伸ばすための

デザインフェスタへの出展

発達障がい児へ
効果のある遊びの探求

※学年は2024年度活動当時

応募締め切り
毎年

5月末日

東京家政大学 

藍染め体験▶

地引綱体験▶

野鳥の森公園

洞窟樹海探検

▲色別リレー

綱引き 生徒宣誓

▲座禅体験

東京家政大学・東京家政大学短期大学部
2024
年度
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ゴ
ル
フ
の
聖
地
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ

か
ら
日
本
経
済
新
聞
大
阪
本
社
に
戻
り
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
慌
た
だ
し
い
取
締
役
編
集
局
長
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
た

が
、
帰
国
２
ケ
月
後
、
右
前
腕
の
鈍
痛
が
始
ま
っ
た
。
前

述
の
親
友
、
多
田
道
彦
が
大
阪
大
学
医
学
部
第
一
内
科
教

授
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
越
智
・
整
形
学
部
主
任
教
授
を
紹

介
し
て
も
ら
っ
た
。レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
見
た
教
授
が「
ア
ッ
」

と
声
を
あ
げ
、
骨
片
が
４
枚
剥
離
し
て
い
る
、
病
名
は
剥

離
骨
折
と
の
診
断
だ
っ
た
。

教
授
は
３
週
間
後
に
も
う
一
度
来
て
下
さ
い
、
手
術
を
含
め

て
処
置
を
決
め
ま
す
と
の
話
。
決
め
ら
れ
た
日
時
に
も
う
一

度
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
る
と
教
授
が「
ア
レ
エ
ー
」と
大
声
を
出

し
、「
骨
片
が
４
枚
と
も
消
え
て
い
る
、
珍
し
い
ケ
ー
ス
」と

話
す
。
ま
た
痛
み
が
出
た
ら
来
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
た
が
そ

の
後
今
日
に
至
る
ま
で
何
の
問
題
も
無
い
。
私
の
強
い
筋
肉

が
骨
片
を
吸
収
し
た
と
自
己
診
断
し
て
い
る
。

そ
の
４
年
後
の
１
９
９
３
年
夏
、
常
務
取
締
役
名
古
屋
代

表
時
に
パ
ソ
コ
ン
多
用
時
代
な
の
で
社
員
全
員
の
目
の
定
期

検
診
を
指
示
、
今
度
は
右
目
網
膜
剥
離
の
診
断
を
受
け
た
。

名
古
屋
支
社
で
目
に
異
常
が
あ
っ
た
の
は
私
一
人
だ
っ
た
。

診
察
し
た
女
性
医
師
は
愛
知
医
科
大
学
の
助
教
授
、
荻
野

誠
周
先
生
が
網
膜
剥
離
の
手
術
で
は
日
本
一
、二
を
争
う
名

手
と
話
し
た
の
で
、
そ
の
場
で
紹
介
を
お
願
い
し
た
。

私
の
目
を
診
療
し
た
荻
野
先
生
は「
３
年
位
前
に
け
ん
か

で
も
し
て
右
目
を
殴
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
」と
聞
く
の
で
、

セ
ン
ト
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
で
の
前
述
の
一
打
を
話
す
と「
明
日
夕

方
手
術
を
す
る
。
３
日
位
入
院
の
積
り
で
」と
即
答
し
た
。

１
時
間
足
ら
ず
の
手
術
後
、
頭
が
動
か
な
い
よ
う
に
木
製
の

箱
で
固
定
さ
れ
た
。
通
常
２
～
３
日
は
こ
の
状
態
と
伝
え

ら
れ
、
と
う
て
い
耐
え
ら
れ
な
い
と
思
い
な
が
ら
数
分
で
寝

入
っ
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝
来
室
し
た
荻
野
助
教
授
は
、「
傷

口
が
き
れ
い
に
塞
が
っ
て
い
る
。
午
後
退
院
し
て
も
い
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
や
長
時
間
の
読
書
、
テ
レ
ビ
は
し
ば
ら
く
ダ
メ
」

と
言
わ
れ
直
ち
に
退
院
。
評
判
通
り
の
名
医
だ
っ
た
。

米
国
中
心
に
世
界
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
選
手
権
で
青
木
功
選
手
が

優
勝
し
た
英
国
の
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
を
含
め
多
く
の
名
コ
ー

ス
で
プ
レ
ー
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
私
が
大
好
き
な
ゴ

ル
フ
場
は
前
述
し
た「
ペ
ブ
ル
ビ
ー
チ
」と
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル

に
あ
る「
ワ
イ
ア
ラ
エ
C

・

C
」の
２
つ
で
あ
る
。
Ｐ
Ｇ
Ａ（
米

プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
）の
公
式
戦
で
年
初
２
番
目
に
ワ
イ
ア
ラ
エ

で
開
か
れ
る「
ソ
ニ
ー
・
オ
ー
プ
ン
」に
は
民
間
テ
レ
ビ
放
送

キ
ー
局
５
局
の
氏
家
日
本
テ
レ
ビ
、
日
枝
フ
ジ
、
井
上
Ｔ
Ｂ

Ｓ
、
広
瀬
テ
レ
朝
社
長
が
放
送
機
器
で
ソ
ニ
ー
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ぞ
っ
て
参
加
、
私
も
テ
レ
ビ
東

京
社
長
、
会
長
時
代
に
７
回
出
場
し
た
。

ワ
イ
ア
ラ
エ
は
小
高
い
丘
と
太
平
洋
に
挟
ま
れ
、
ヤ
シ
の
木

が
林
立
す
る
平
坦
な
コ
ー
ス
。
グ
リ
ー
ン
は
海
に
向
か
っ
て

順
目
で
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
こ
と
に
注
意
す
れ
ば
そ
よ
風
の

中
、
気
持
ち
良
く
回
れ
る
は
ず
だ
が
、
Ｐ
Ｇ
Ａ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
の
開
催
コ
ー
ス
と
あ
っ
て
バ
ン
カ
ー
を
含
め
か
な
り
タ
フ

な
設
計
。
私
は
良
い
ス
コ
ア
を
出
し
き
れ
な
か
っ
た
が
開
放

感
の
あ
る
気
持
ち
の
良
い
コ
ー
ス
だ
っ
た
。
青
木
功
プ
ロ
が

１
９
８
３
年
最
終
ホ
ー
ル（
パ
ー
５
）で
劇
的
な
イ
ー
グ
ル
の

３
を
出
し
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
で
の
日
本
人
初
優
勝
を
成
し
遂
げ

た
ゴ
ル
フ
場
で
も
あ
る
。

私
は
主
催
者
の
中
鉢
良
治
ソ
ニ
ー
社
長
が
急
用
で
帰
国
し

た
回
を
除
き
ほ
と
ん
ど
全
て
中
鉢
さ
ん
と
同
組
。
そ
の
お

陰
で
同
伴
プ
ロ
は
当
時
世
界
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
、
ア
ー
ニ
ー
・
エ

ル
ス
、
ビ
ジ
ェ
イ
・シ
ン
ら
と
ラ
ウ
ン
ド
出
来
た
。
タ
イ
ガ
ー
・ 

ウ
ッ
ズ
は
こ
の
頃
ハ
ワ
イ
ア
ン
オ
ー
プ
ン
は
欠
場
続
き
だ
っ

た
。
前
年
世
界
ラ
ン
ク
１
位
に
な
っ
た
シ
ン
選
手
が
ス
タ
ー

ト
直
前
い
き
な
り
私
に「
日
本
経
済
は
ど
う
な
る
の
か
」と

質
問「
バ
ブ
ル
の
山
が
高
す
ぎ
た
反
動
で
、
崩
壊
の
谷
は
深

く
長
く
続
く
」と
答
え
る
と「
分
か
っ
た
、
あ
り
が
と
う
」と

礼
を
言
わ
れ
た
。

中
鉢
社
長
は
ド
ラ
イ
バ
ー
、
ア
イ
ア
ン
の
シ
ョ
ッ
ト
は
真
っ
す

ぐ
、
飛
距
離
も
出
る
の
だ
が
、
パ
ッ
ト
は
腰
が
動
い
て
苦
労

し
て
い
た
。
そ
こ
で
日
本
で
の
プ
ロ
ア
マ
戦
な
ど
で
し
ば
し

ば
同
伴
し
た
尾
崎
将
司
プ
ロ
や
青
木
プ
ロ
か
ら「
パ
タ
ー
は

プ
ロ
並
み
」と
評
価
さ
れ
た
私
の
技
術
を
伝
授
し
た
結
果
、

か
な
り
改
善
し
た
。

ハ
ワ
イ
で
は
試
合
終
了
後
、
テ
レ
ビ
界
ト
ッ
プ
の
中
で
私
だ

け
が
中
鉢
社
長
の
芝
生
越
し
に
太
平
洋
が
見
え
る
１
階
特

別
室
で
の
夕
食
会
に
毎
晩
招
待
さ
れ
た
。
２
０
１
１
年
に

は
中
鉢
社
長
の
友
人
で
前
年
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し

た
根
岸
英
一
御
夫
妻
を
交
え
、
私
が
得
意
と
す
る
ド
ラ
イ
マ

テ
ィ
ニ・
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
ス
を
振
舞
い
討
論
に
花
を
咲
か
せ
た
。

ア
フ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を
含
め
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
オ
ー
プ
ン
は
ゴ
ル
フ

の
ス
コ
ア
を
除
け
ば
楽
し
い
想
い
出
続
き
の
日
々
だ
っ
た
。

ゴ
ル
フ
は
私
に
と
り
業
務
の
一
環
で
重
要
な
人
的
交
流
の
場

で
も
あ
る
の
で
少
し
長
め
に
書
い
た
が
、
次
回
か
ら
日
経
米

州
編
集
総
局
長（
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
２
年
目
の
激
動
の
日
々

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

渡
邉
辰
五
郎
賞
・

渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞

贈
賞
式

渡邉辰五郎賞・
渡邉辰五郎奨励賞

第14回

2
0
2
5
年
6
月
12
日
（
木
）

第
14
回
渡
邉
辰
五
郎
賞
・
渡
邉
辰
五
郎
奨
励
賞
贈
賞
式
が
６
月
12
日

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
賞
式
で
は
、
菅
谷
理
事
長
、
井
上
学
長 

よ
り
、
表
彰
状
と
副
賞
、
記
念
メ
ダ
ル
が
授
与
さ
れ
、
受
賞
者
に
よ
る

講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ビ
タ
テ
！
留
学
J
A
P
A
N
は
、
文
部
科
学
省
と
民
間
企
業
が
共
同
で
行
っ
て

い
る
留
学
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
政
府
の「
骨
太
の
方
針
」に
は
、
ト
ビ
タ
テ
の 

発
展
的
推
進
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
留
学
の
採
用
を
通
し
て
、「
挑
戦
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」と
い
う
達

成
感
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
授
業
で
ト
ビ
タ
テ
の
制
度
を
知
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
自
分
の
夢
と
留
学
を
結
び
付
け
、
医
療
福
祉
の
最
先
端
で
あ

る
イ
ギ
リ
ス
ヘ
の
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
に
ダ
ウ
ン
症
の
子

ど
も
が
図
書
館
で
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
い
た
姿
を
見
た
経
験
か
ら
、
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
図
書
館
を
作
り
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
現
地
の
医
療
施
設
や
図
書
館
で
の
調
査
、
サ

ウ
サ
ン
プ
ト
ン
大
学
で
の
研
究
活
動
を
通
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

官
民
協
働
留
学
支
援
制
度

ト
ビ
タ
テ
！

留
学
J
A
P
A
N
に
採
用

健
康
科
学
部 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻
２
年

理事長コラム No.22

学校法人 渡辺学園 理事長

菅 谷  定 彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
8

ハ
ワ
イ
ア
ン
オ
ー
プ
ン
、最
良
の
日
々

中
鉢
ソ
ニ
ー
社
長
に
パ
タ
ー
の

コ
ツ
を
伝
授 るき生を界世

Living 

in  the World

世
界
を
生
き
る 

No.‌23

「
日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
9
」

To be continued

次号

▲中鉢ソニー社長にパターをレッスンする
（ワイアラエC.Cで）2008年1月

▼ハワイアンオープン前夜祭
テレビキー局トップと中鉢ソニー社長夫妻
前列　中央:菅谷テレビ東京社長、右へ：氏家日本テレビ社長、広瀬テレビ朝日社長
後列　中央:日枝フジテレビ社長、その左：中鉢ソニー社長　2008年1月

▼ワイアラエC.Cそばのザ・カハラ・ホテル内中鉢社長の特別室で
中央　2010年ノーベル化学賞受賞者　根岸英一博士、令夫人、左：菅谷、
後列　ノーベル賞のメダルを持つ中鉢夫人　
2011年11月

トビタテ！
留学JAPAN

採 用

佐藤 和子 氏
1953年 東京家政大学短期大学部 被服科 卒業

河島 春佳 氏
2011年 東京家政大学 家政学部 服飾美術学科 卒業

渡邉辰五郎賞・渡邉辰五郎奨励賞は、日本近代
の黎明期である明治時代の教育家として評価され
ている校祖渡邉辰五郎の偉大なる業績を讃え、後
世に伝えるため、創立130周年を記念して創設し
ました。「渡邉辰五郎賞」は、東京家政大学の建

学の精神である「自主自律」に相応しく、社会での
長年の活躍が評価され、大いなる貢献をした卒業
生を称えるものであり、「渡邉辰五郎奨励賞」は社
会での活躍が著しく、今後の活躍が期待され、本
学の栄誉を担う卒業生を称えるものです。

サウサンプトン大学（イギリス）
Faculty of Environmental and Life Sciences, 

School of Health Science, 

University of Southampton

イギリス

ロンドン

留 学 先

世界大学ランキング

作業療法士の分野でイギリス内 TOP 5

97位
出典：「Times Higher Education 2024」

出典「Counselling, Psychotherapy and Occupational
 Therapy, Complete University Guide 2025」

現地では、小児作業療法に関して学習予定。
また、現地の文化を吸収しながら、障害児の 
図書館の使用についてフィールドワークを計画。

政
府
か
ら
日
本
代
表
と
し
て
世
界
へ
派
遣

健
康
科
学
部 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

作
業
療
法
学
専
攻
２
年 

今
井 

ほ
の
か 

さ
ん

留学時期 2026年2月〜 3月

２０２５年度（第17期）

応募大学生

1,204人

採用人数

268人

採択率22%

留
学
へ
の
挑
戦
が
道
を
拓
く

トビタテ！
特集ページ

渡 邉 辰 五 郎 奨 励 賞   受 賞 者活 躍 する卒 業 生
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掲載希望の記事がありましたら、広報・宣伝部にご連絡ください。

バックナンバー アンケート
Vol.105

Instagram 学生広報メンバー
応募フォーム

本学の魅力や最新情報を発信中！
“フォロー”や“いいね”
よろしくお願いします！

東京家政大学ビジョン150
理念 存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

理念

建学の精神「自主自律」　　生活信条「愛情・勤勉・聡明」

存在意義（パーパス） 行動指針（ミッション）

知と技で自他の可能性を広げ、
人がつながる社会の起点となる。

東京家政大学は、すべての人が自分らしく暮らし、
人生を全うすることができる社会、

人と人とがつながる社会の実現に貢献します。
東京家政大学が大切にするしなやかな知性と実践に基づく専門性は、

自分自身の人生を切り拓くだけでなく、
他者の可能性をも広げることができるものです。

東京家政大学は、すべての人が支え合い、
認め合うことのできる社会に向けて、

自ら最初の一歩を踏み出す人を育みます。

1. 理念・目的
大学・大学院・短大の理念・目的に即し、必要な改革を断行する。

2. 入学者の積極的な受け入れ
急速に進む少子化・社会の変化を直視し、学ぶ意欲のある多様な学生を積極的に受け入れる。

3. 学習・教育
「人をつなぐ専門力」（専門に関する能力×汎用的能力）の育成に邁進する。

4. 学生支援・キャリア支援
すべての学生がそれぞれの可能性を発見し、伸ばせるよう支援する。

5. 研究活動
教育研究を支える環境や条件を整備し、研究活動を活性化する。

6. 社会連携・社会貢献
地域社会や企業等との連携を通じて、大学の教育研究の成果を社会に還元する。

7. 生涯教育・キャリアアップ
本学の強みを生かし、広く社会人等に対し充実した学びの機会を提供する。

Vol.105
ご協力を

よろしくお願いします！

ご興味のある方は
広報・宣伝部に   

お気軽にご連絡ください！


